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(第 ) ( )、③
( )、④家庭生活における













































































































































































































































































































































































































































































































































































0 法学論集 45 (山梨学院大学〕
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2 法学論集 5 (山梨学院大学〕
自
で、、時代の変化を法という
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6 法学論集 45 (山梨学院大学〕
 国の責務」ほか…
「国






















































































































































































































































































































































() 男女共同参画社会基 5回国会 (1999.1 .1'"'"' 8 . 
1) 近くの 月23日だった。「緊要」な課題に対処すべき当該基本法の審
議が後回しになったのは政治の












( 4 ) r lj策定のための提言書「山梨女性いきいきプラン
改定に向けての提言J(198年1月)の官頭文を参照。
( 5 ) 山梨学院大学行政研究センター編『男女平等社会の実現と自治体の役割』公人
の友社 2 年、 7'"'"'12頁。












































( 8 ) 梨県男女共同参画アド
パ 講座で収集された「おかしな体験集J(平成10 )。
( 9 ) (99年) 4月の統一地方選の際に、女'性が政治家になって何ができるの
内幸雄「女性議員の躍進Jr
j 9 年5月8日付。




















































6 法学論集 45 (山梨学院大学〕









































































































































































































































































































( 3 ) ノルウェー・ 1978年男女平等地位法・ 3条「総則」は、差別を説明している。
「女性と男性との異なる取扱いは、許さ
扱いとみなす。 …J上掲書 6 。


















































適用されるものとする。 …Jと規定している。原文は‘Uited Kingdom，' 


























































































































第 ①憲法・法律チーム 第 ①外国語チーム
3②デモクラシー論チーム 7②インターネット・チーム
条 ③参画「手続」ウォッチ・チー 条 ③国際法チーム
ム ④各国文化（比較文化）チーム
第 第
4 ジェンダーフリー・チーム 8 国の施策チェック・チーム
条 条
一243一

















第 ①アンペイドワーク研究・チー 第 行政の広報活動チェック・チー
6 ム 16 ム






























































8 法学論集 45 (山梨学院大学〕
。
人が協力し合って同じ能力
思、考で数個のパー 0人(必ずしも10
) 市民100人
パート 0人分に相当することになる。 3人寄れば文殊の知
( )
をもたらすJわけで
プ
 
第 条で「政策等の立案及び、 定への共同参画jが
D
o
- -
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＜註＞
（1）　山梨県企画県民局青少年女性課女性政策室の調査によれば、平成12年3月現在
　　の制定予定状況は、平成12年度制定予定が、北海道・宮城・埼玉・東京・三重・
　　山口の6都道府県と都留・出雲の2市で、検討中が秋田・山形・茨城・千葉・愛
　　知・熊本・鹿児島・沖縄の8県およぴ東久留米・川崎・神戸の3市および中野区
　　である。私は東京都の男女平等参画社会の構想に賛成である。
　　　なお、市民による条例づくりにおいては法形式上・内容上の留意点が大切で、
　　根森健「男女平等条例を創る」『国際女性』第12号・1998年、94－8頁、を参照。
（2）　チームについて若干説明する。参画手続ウォッチ・チームは、各事業体の参画
　　手続の設置状況・設定態様を調査して（場合によっては表彰・公表して）、参画
　　手続のルール作りのためのモデル案を提示して、能力発揮機会権の確保を現実化
　　することを担当する。
　　　行政の通知簿チームが担当する行政の「政策評価」・「事務事業評価」について
　　は、政策の達成度や政策効果を評価分析し、その結果を分かりやすい形で市民に
　　提示することが大切である。広岡立美「行政の通知簿を作りたい」『家族とくら
　　し』第10号・1999年、52－8頁、を参照。
　　　外国語チームは、諸外国の女性政策関連の様々な文書（法令などを含む）を自
　　らで翻訳し、人的交流において通訳などを担当する。
　　　インターネット・チームは、様々な女性ネットワークの活動成果を情報として
　　一括するいわゆる階報プール」を設置し、それをインターネットにより日本
　　中・世界中に発信しまた相互送受信して関連チームに連結させることを担当す
　　る。
以　　上
一240一
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() 山梨県企画県民局青少年女性課女性政策室の調査によれば、平成12年3月現在
2年度制定予定が、北海道・宮城・埼玉・東京・三重・
都留・出雲の 市で、検討中が秋田・山形・茨城・千葉・愛
縄の 県および東久留米・川崎・神戸の3市および中野区
参画社会の構想、に
Jr国際女性』第12号・ 1998年、 94-8頁、を参照。
( ) チームについて若干説明する。参画手続ウォッチ・チームは、各事業体の参画
( )
通知簿を作りたいJr
0号・ 1999年、 52-8頁、を参照。
( )
「情報プール」を設置し、それをインタ
る
上
- 0-
